
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
　
　
　
明
治
の
俳
諧
結
社
・
明
倫
講
社
と
『
田
中
千
弥
日
記
』
に
つ
い
て

四
〇

青
　
　
木
　
　
亮
　
　
人

は
じ
め
に

　
明
治
二
四
年
の
文
学
雑
誌
に
次
の
よ
う
な
評
が
あ
る
。

　
　
　
現
在
の
諸
派
の
中
、
今
広
く
行
け
る
八
ほ
お
ほ
む
ね
下
の
如
し
（
第

　
　
口
正
風
派
は
当
時
尤
も
多
く
行
は
る
。
東
京
に
て
は
三
森
幹
雄
氏
等
牛

　
　
耳
を
と
り
、
斯
道
の
不
振
を
軌
回
せ
ん
と
て
正
風
明
倫
教
会
と
い
ふ
を
設

　
　
て
『
俳
諧
矯
風
雑
誌
』
『
明
倫
雑
誌
』
等
を
発
売
せ
り
。
（
無
署
名
「
俳
壇

　
　
の
を
と
づ
れ
」
、
「
早
稲
田
文
学
」
明
治
2
4
・
1
0
）

　
当
時
、
東
京
俳
壇
で
「
牛
耳
を
と
り
・
、
斯
道
の
不
振
を
軌
回
せ
ん
と
て
」
活

躍
し
た
の
は
三
森
幹
雄
（
文
政
1
2
〔
ｉ
詮
〕
～
明
治
4
3
〔
吉
吉
言
で
あ
っ
た

と
い
う
。
号
を
桐
子
園
・
香
楠
居
、
後
に
春
秋
庵
一
一
世
と
な
り
、
ま
た
俳
諧

教
導
職
も
任
じ
た
当
時
の
人
気
宗
匠
で
あ
っ
た
。

　
教
導
職
と
は
明
治
新
政
府
が
国
民
教
化
に
設
け
た
神
官
職
で
（
明
治
５
年
布

告
）
、
俳
人
は
以
下
の
理
由
で
補
さ
れ
た
。

　
　
　
方
今
教
部
の
向
ふ
と
こ
ろ
、
国
体
を
知
り
人
民
を
教
育
す
る
に
堪
え
た

　
　
る
者
、
挙
て
も
っ
て
教
導
職
と
な
す
。
愚
按
ず
る
に
、
世
に
俳
諧
師
な
る

　
　
者
あ
る
、
枚
挙
す
べ
か
ら
ず
。
就
中
、
芭
蕉
派
と
唱
ふ
る
者
、
専
ら
道
学

　
　
に
心
を
寄
せ
人
倫
を
正
う
し
、
今
日
の
事
務
に
明
ら
か
な
る
者
ま
た
少
し

　
　
と
せ
ず
。
よ
っ
て
府
下
に
あ
る
両
三
名
の
宗
匠
と
唱
ふ
る
者
を
挙
て
教
導

　
　
職
を
命
じ
、
そ
の
派
下
を
鼓
舞
し
教
導
に
尽
力
せ
し
め
、
教
会
中
に
加
ふ

　
　
る
を
得
ば
ま
た
益
な
き
に
あ
ら
ず
。
こ
の
旨
、
公
評
を
仰
ぎ
候
。

明
治
六
年
三
月
三
十
一
日
　
永
年
寺
住
職
大
教
正
　
細
谷
環
牡

　
「
専
ら
道
学
に
心
を
寄
せ
人
倫
を
正
う
」
す
る
「
芭
蕉
派
」
俳
人
は
、
「
教

部
」
（
教
部
省
）
所
轄
の
教
導
職
に
ふ
さ
わ
し
い
と
「
両
三
名
の
宗
匠
」
が
任

命
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
幹
雄
が
教
導
職
に
就
い
た
の
は
こ
の
時
で
あ
り
、
彼
は

官
許
の
下
に
明
倫
講
社
を
結
成
（
明
治
７
設
立
。
明
治
1
9
に
「
蕉
風
明
倫
教



会
」
と
改
編
）
、
ま
た
月
刊
俳
誌
「
俳
諧
明
倫
雑
誌
」
（
明
治
1
3
創
刊
。
以
下
、

「
明
倫
雑
誌
」
と
略
）
」
等
を
刊
行
し
、
「
道
学
に
心
を
寄
せ
人
倫
を
正
う
」
す

る
俳
諧
活
動
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
先
述
の
「
早
稲
田
文
学
」
評
は
、
彼
が

旺
盛
に
活
動
し
て
い
た
時
期
と
い
え
よ
う
。

　
現
在
、
こ
の
よ
う
な
幹
雄
に
高
評
価
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
後
に
正
岡
子

規
（
慶
応
３
〔
な
尽
〕
～
明
治
3
5
〔
｛
呂
と
｝
が
「
旧
派
」
と
否
定
し
た
た
め

に
先
学
も
幹
雄
達
を
両
義
的
に
評
し
て
お
り
、
た
と
え
ば
「
文
芸
性
を
犠
牲
に

し
て
も
、
な
お
明
治
社
会
の
中
で
、
俳
句
の
存
在
を
主
張
し
た
」
功
績
は
あ
る

が
、
「
国
策
に
盲
従
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
文
芸
性
を
自
ら
の
手
で
崩
壊
さ
せ
て

い
っ
た
と
い
う
否
定
的
な
面
」
（
以
上
、
松
井
利
彦
『
近
代
俳
論
史
』
〔
桜
楓
社
、

昭
和
4
0
・
８
・
匹
「
教
訓
派
の
成
立
」
、
3
8
頁
）
は
拭
え
な
い
と
評
さ
れ
た
。

あ
る
い
は
「
旧
派
」
と
否
定
的
に
扱
わ
れ
、
た
と
え
ば
俳
句
実
作
者
が
多
数
執

筆
し
た
『
現
代
俳
句
大
事
典
』
言
一
省
堂
、
平
成
1
7
・
1
1
・
2
0
。
明
治
以
降
の

俳
句
事
項
を
対
象
）
に
幹
雄
や
明
倫
講
社
等
は
立
項
さ
れ
て
い
な
い
。

　
し
か
し
、
評
価
は
別
と
し
て
明
治
期
に
幹
雄
達
の
支
持
者
が
多
数
存
在
し
、

し
か
も
熱
烈
に
支
援
す
る
俳
人
が
多
々
存
在
し
た
事
実
は
注
目
さ
れ
て
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
そ
こ
に
は
正
岡
子
規
達
の
「
文
芸
性
」
と
は
異
質
の
俳
句
観
が

存
在
し
、
そ
れ
は
膨
大
な
人
々
の
支
持
し
た
価
値
観
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
本
稿
は
、
あ
る
地
方
俳
人
の
日
記
に
注
目
し
た
い
。
そ
の
作
者
は
武

蔵
国
秩
父
郡
下
吉
田
村
（
現
在
、
秩
父
市
）
に
生
ま
れ
、
農
業
及
び
養
蚕
を
生

　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

業
と
し
、
名
を
田
中
千
弥
（
文
政
９
〔
な
回
〕
～
明
治
3
2
口
回
巴
）
と
い
う
。

俳
号
は
義
村
（
以
下
、
千
弥
を
「
義
村
」
と
表
記
）
、
ま
た
菅
の
屋
と
称
し
て

和
歌
も
嗜
み
、
村
社
の
神
官
を
務
め
た
人
物
で
も
あ
っ
た
。

　
彼
は
日
記
を
長
年
に
渡
っ
て
記
し
て
お
り
、
そ
れ
は
嘉
永
三
年
（
詰
呂
）

か
ら
明
治
ご
二
年
（
Ｓ
Ｉ
）
の
約
五
十
年
間
に
及
ん
だ
。
折
し
も
幕
末
動
乱

期
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
近
代
国
家
成
立
に
至
る
時
期
で
あ
り
、
日
記
か
ら
は

激
動
期
に
お
け
る
関
東
圏
の
村
民
達
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
自

由
党
員
に
よ
る
困
民
党
が
中
心
と
な
っ
た
武
装
蜂
起
事
件
（
秩
父
事
件
。
決
起

場
所
は
義
村
が
神
官
の
椋
神
社
だ
っ
た
た
め
、
対
策
に
追
わ
れ
た
）
の
際
に
は

詳
細
な
記
録
を
遺
す
な
ど
、
千
弥
の
日
記
は
好
個
の
近
代
史
料
と
し
て
も
著
名

で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
彼
の
日
記
を
手
が
か
り
に
三
森
幹
雄
を
支
持
し
た
人

々
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
明
治
俳
諧
の
一
側
面
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
Ｉ
．
教
導
職
・
田
中
義
村

田
中
義
村
は
山
間
部
の
下
吉
田
村
に
富
裕
農
民
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
家

督
相
続
後
に
は
百
姓
代
に
推
挙
さ
れ
る
な
ど
村
内
の
名
望
劾
と
し
て
暮
ら
し
た
。

が　下

　ヽ　　士

口
田
村
は
狭
院
な
地
で
、
多
く
の
住
民
が
養
蚕
や
農
業
を
営
む
農
村
で
あ
る

古
来
よ
り
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　
　
下
吉
田
村
は
、
交
通
路
か
ら
み
て
、
小
鹿
野
を
起
点
と
す
る
秩
父
新
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
　
と
上
吉
田
方
面
か
ら
の
街
道
が
こ
の
宿
場
で
合
流
し
、
大
淵
へ
向
う
古
い

　
　
札
所
巡
礼
道
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
県
内
外
か
ら
の
往
来
が
激
し
く
、

　
　
地
元
民
は
、
巡
礼
者
は
も
と
よ
り
国
学
者
・
医
者
・
俳
人
・
歌
人
な
ど
の

　
　
文
化
人
、
さ
ら
に
は
旅
芸
人
・
角
力
取
に
至
る
い
わ
ゆ
る
他
所
者
と
の
接

　
　
触
が
多
か
っ
た
。
（
『
田
中
千
弥
日
記
』
〔
大
村
進
・
小
林
ベ
郎
・
小
池
信

　
　
一
編
、
埼
玉
新
聞
社
出
版
局
、
昭
和
5
2
・
１
・
５
．
以
下
、
『
日
記
』
と

　
　
略
〕
「
解
説
」
項
）

　
文
化
人
が
足
繁
く
往
来
し
た
宿
場
町
に
育
ち
、
生
活
に
余
裕
も
あ
っ
た
義
村

は
長
じ
て
学
問
・
文
芸
に
関
心
を
抱
き
、
国
学
・
和
歌
・
漢
詩
文
・
俳
句
等
を

嗜
む
よ
う
に
な
る
。
特
に
意
を
注
い
だ
の
は
国
学
と
和
歌
で
、
そ
の
た
め
国
学

者
・
神
道
家
の
一
面
も
有
す
る
義
村
は
教
導
職
に
推
挙
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、

秩
父
神
社
で
試
験
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
た
（
『
日
記
』
明
治
６
・
４
・
1
4
条
）
。

そ
し
て
、
明
治
七
年
十
二
月
に
正
式
に
教
導
職
試
補
（
十
四
等
級
の
最
下
等
）

辞
令
状
と
「
三
修
教
憲
」
一
紙
を
仕
受
す
る
。
次
は
「
三
修
教
憲
」
の
文
面
で

あ
る
。

　
　
第
一
条
　
敬
神
愛
国
ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事

　
　
第
二
条
　
天
理
人
道
ヲ
明
ニ
ス
ヘ
キ
事

　
　
第
三
条
　
皇
上
ヲ
奉
戴
シ
朝
旨
ヲ
遵
守
セ
シ
ム
ヘ
キ
事

　
　
右
　
明
治
五
年
壬
申
三
月
大
教
正
へ
授
ケ
玉
フ
所
ナ
リ

　
　
　
教
部
省
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
記
』
明
治
７
・
1
2
・
1
0
条
、
1
7
2
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

「
三
条
の
御
趣
意
」
と
称
さ
れ
る
綱
領
で
、
教
導
職
の
役
目
は
こ
れ
を
人
々

に
説
教
し
て
新
国
家
の
あ
る
べ
き
人
倫
の
道
を
示
す
こ
と
に
あ
っ
し
。
し
か
し
、

フ
ー
条
の
御
趣
意
」
は
曖
昧
で
あ
り
、
現
場
で
は
教
導
職
の
理
解
で
そ
の
内
容

や
印
象
が
左
右
し
た
た
め
、
教
部
省
は
統
一
を
図
る
た
め
神
道
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

を
具
体
的
に
例
示
し
た
「
十
万
兼
題
」
（
明
治
６
・
２
）
、
加
え
て
文
明
開
化
の

側
面
を
強
調
し
た
「
十
七
兼
題
」
（
同
年
1
0
月
）
を
制
定
し
、
計
二
八
の
細
目

（
通
称
「
二
八
兼
題
言
に
沿
っ
た
説
教
を
奨
励
す
る
こ
と
と
な
紐
。
『
日
記
』

か
ら
は
、
教
導
職
拝
命
前
の
千
弥
が
「
二
八
兼
題
」
を
人
々
に
説
い
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。

　
　
明
治
七
年
三
月
廿
日
曇
午
後
雨
（
略
）
秩
父
神
社
説
教
会
二
出
席
、
顕
幽

　
　
　
　
分
界
ノ
説
、
本
文
二
依
テ
講
説
ス
（
1
6
0
頁
）

　
　
明
治
七
年
五
月
三
十
日
晴
　
秩
父
神
社
二
出
頭
、
民
法
国
法
之
説
、
租
税

　
　
　
　
賦
役
之
説
両
条
ヲ
称
ス
（
1
6
4
頁
）

　
　
明
治
七
年
六
月
三
十
日
晴
　
一
昨
ロ
ヨ
リ
農
休
（
略
）
昨
日
、
高
岸
享
来
、

　
　
　
　
十
七
説
講
義
ヲ
望
ム
、
諾
ス
。
今
日
、
高
岸
亦
来
。
十
七
説
及
十
一

　
　
　
　
題
ヲ
講
ス
（
1
6
7
頁
）

　
　
明
治
七
年
九
月
廿
九
日
（
略
）
十
七
兼
題
略
記
、
一
冊
、
十
二
銭
五
厘

　
　
　
　
（
略
）
右
、
熊
谷
駅
ニ
テ
求
ム
（
1
7
0
頁
）

　
秩
父
神
社
で
「
顕
幽
分
界
ノ
説
」
（
十
フ
兼
題
）
や
「
民
法
国
法
之
説
」
「
租

税
賦
役
之
説
」
（
十
七
兼
題
）
を
、
ま
た
農
休
日
の
来
訪
者
に
は
二
十
八
兼
題



を
説
き
、
そ
し
て
白
身
の
勉
強
の
た
め
「
十
七
兼
題
略
記
」
『
尾
張
国
の
住
職
　
　
記
』
に
は
交
番
所
開
業
日
に
次
の
句
を
記
し
て
い

酒
井
最
正
の
口
述
解
説
文
。
京
都
雪
華
堂
・
文
華
堂
出
板
、
明
治
７
）
を
購
入

す
る
な
ど
、
新
国
家
神
道
の
普
及
に
勤
し
む
姿
勢
が
う
か
が
え
よ
う
。
教
導
職

に
就
い
た
後
は
蒔
田
村
（
現
在
、
秩
父
市
）
の
椋
神
社
で
も
説
教
を
行
い
（
明

治
９
・
２
・
５
、
同
年
４
・
2
2
条
な
ど
）
、
ま
た
椋
神
社
内
に
神
宮
教
会
（
伊

勢
神
宮
の
系
列
教
会
）
管
轄
の
説
教
所
開
講
の
際
も
招
か
れ
て
説
教
を
行
う
な

ど
（
明
治
1
4
・
８
・
1
7
条
）
、
精
力
的
に
活
動
し
た
。
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
か
、

明
治
一
五
年
に
は
下
吉
田
村
の
村
社
貴
布
禰
神
社
の
祠
掌
、
ま
た
同
一
八
年
に

椋
神
社
副
祠
官
を
兼
任
し
、
文
字
通
り
神
官
と
し
て
村
民
に
接
す
る
よ
う
に
な

　
新
政
府
の
教
導
職
に
し
て
村
社
の
神
官
、
ま
た
百
姓
代
も
務
め
た
千
弥
は
村

の
名
望
家
と
い
え
、
よ
っ
て
村
全
体
に
関
わ
る
出
来
事
に
多
数
関
係
し
た
。
た

と
え
ば
、
副
戸
長
代
理
と
し
て
徴
兵
書
類
を
ま
と
め
（
明
治
７
・
８
・
3
0
～

９
・
2
3
条
）
、
ま
た
小
学
校
落
成
の
賀
儀
に
関
す
る
寄
附
金
を
集
計
し
（
明
治

８
・
６
・
廿
宋
）
、
あ
る
い
は
村
の
交
番
所
設
立
や
秩
父
新
道
開
削
の
寄
附
を

募
る
な
ど
、
徴
兵
・
学
校
・
警
察
・
新
道
開
削
等
に
関
す
る
戸
籍
・
金
銭
の
管

理
を
任
さ
れ
て
い
る
。
加
え
て
交
番
所
開
業
式
に
は
祝
辞
を
依
頼
さ
れ
て
お
り

（
明
治
９
・
１
・
3
1
条
）
、
文
藻
を
よ
く
す
る
知
識
人
と
し
て
も
信
望
が
厚
か
っ

た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
義
村
が
国
学
と
和
歌
に
親
し
ん
だ
こ
と
は
先
述
し
た
が
、
『
日

　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

た

　○

　
　
　
賀
交
番
所
開
業

　
　
世
を
春
に
す
る
魁
や
梅
の
花
（
明
治
1
9
・
１
・
3
1
、
3
8
8
頁
）

　
百
花
に
先
が
け
て
春
を
知
ら
せ
る
梅
の
よ
う
に
、
こ
の
交
番
所
も
秩
父
に
治

世
を
も
た
ら
す
魁
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
秩
父
郡
は
明
治
十
七

年
に
秩
父
事
件
の
騒
擾
に
巻
き
こ
ま
れ
た
た
め
、
義
村
は
交
番
所
開
業
を
ひ
と

し
お
喜
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
（
彼
は
長
男
が
暴
徒
脅
従
の
罪
で
罰
金
を
科
せ
ら
れ

て
い
た
〔
『
日
記
』
所
収
（
秩
父
暴
動
録
し
）
。

　
義
村
は
俳
諧
に
も
深
く
携
わ
り
、
た
と
え
ば
慶
応
三
〔
ｔ
回
〕
年
は
『
類

影
発
句
吾
妻
集
』
（
行
庵
洒
雄
編
）
加
入
句
と
し
て
四
四
句
を
送
り
（
４
・
1
5

条
）
、
ま
た
元
治
二
〔
な
呂
〕
年
に
は
他
村
の
医
師
克
明
な
る
人
物
が
「
俳
用

に
て
」
千
弥
宅
を
訪
れ
て
い
る
（
６
・
2
9
条
）
。
あ
る
い
は
各
地
の
俳
人
が
頻

繁
に
彼
の
家
を
訪
れ
、
千
弥
が
彼
ら
に
「
草
桂
料
」
（
些
少
の
旅
費
）
を
与
え

る
こ
と
も
度
々
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
『
皇
国
俳
諧
名
誉
一
覧
』
（
明
治
1
9
）
に
義

村
も
掲
載
さ
れ
る
な
ど
（
『
日
記
』
解
説
に
よ
る
）
、
俳
人
と
し
て
も
相
応
に
著

名
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
そ
の
よ
う
な
俳
人
義
村
が
最
も
関
わ
っ
た
の
が
、
次
の
俳
諧
結
社
で
あ
る
。

　
　
　
明
治
十
年
四
月
二
十
九
日
　
晴
。
椋
宮
学
校
に
て
協
議
会
始
。
明
倫
講

　
　
社
派
出
兼
遊
学
の
た
め
、
番
匠
村
の
俳
人
正
木
茂
翠
来
る
。

　
　
　
右
、
明
倫
講
社
入
社
証
並
金
二
十
五
銭
を
送
る
。
（
2
0
0
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
明
治
十
年
、
義
村
は
「
俳
人
正
木
茂
翠
」
の
手
引
で
明
倫
講
社
に
入
社
し
た
。

明
倫
講
社
と
は
三
森
幹
雄
の
結
社
で
、
正
木
茂
翠
は
明
倫
講
社
社
員
に
し
て
教

導
職
俳
人
で
あ
る
。

　
こ
れ
以
降
、
『
日
記
』
に
は
明
倫
講
社
関
連
の
記
事
が
散
見
さ
れ
、
ま
た
幹

雄
達
の
主
宰
誌
「
明
倫
雑
誌
」
「
矯
風
雑
誌
」
に
義
村
名
が
頻
出
す
る
こ
と
と

な
る
が
、
こ
れ
ら
を
検
討
す
る
前
に
幹
雄
と
下
吉
田
村
の
関
連
、
及
び
明
倫
講

社
の
俳
匈
観
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

Ｈ
。
明
倫
講
社
と
「
祖
翁
」

　
幹
雄
は
惺
庵
西
馬
（
文
化
５
〔
詰
品
〕
～
安
政
５
〔
詰
詔
〕
。
上
野
国
出
身
、

江
戸
在
の
宗
匠
）
に
俳
諧
を
学
び
、
関
東
圏
を
主
と
し
て
東
日
本
に
勢
力
を
築

い
た
俳
人
で
あ
娠
。
明
治
二
十
年
代
に
「
東
京
に
て
は
三
森
幹
雄
氏
等
牛
耳
を

と
り
」
（
前
掲
「
早
稲
田
文
学
士
と
評
判
で
あ
っ
た
が
、
む
し
ろ
地
方
に
影
響

力
を
持
っ
て
い
た
。
特
に
武
蔵
国
一
帯
に
基
盤
を
有
し
て
お
り
、
一
例
と
し
て

次
の
事
例
を
見
て
み
よ
う
。

　
明
治
二
六
年
、
幹
雄
達
は
東
京
深
川
に
芭
蕉
神
社
建
立
を
企
画
し
た
。
有
志

に
寄
附
を
仰
い
だ
と
こ
ろ
、
全
国
か
ら
一
六
〇
〇
円
強
の
金
額
が
寄
せ
ら
れ
、

そ
の
明
細
が
「
明
倫
雑
誌
」
一
三
九
号
（
明
治
2
5
・
1
2
）
～
一
五
二
号
（
明
治

2
7
・
５
）
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
多
額
の
芳
志
を
寄
せ
た
地
域
の
内
、
上
位
五

位
を
「
順
位
・
国
名
　
円
・
銭
（
寄
附
人
数
）
」
の
順
で
示
し
て
み
よ
竹
。

１
武
蔵
　
5
5
2

2
東
京
　
ｍ

３
下
総
　
1
2
7

5
1
（
鹿
）

1347
（

2
0
4
）

（

3
2
9
）

４
上
野

５
磐
城

　
四
四

1
2
1
　
（
3
6
1
）

9
2
・
9
5
（
踊
）

　
金
額
、
人
数
と
も
に
武
蔵
国
が
圧
倒
的
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
幹
雄

が
武
蔵
に
影
響
力
を
有
し
、
ま
た
そ
れ
を
支
持
す
る
層
が
あ
っ
た
こ
と
は
同
年

の
春
秋
庵
（
江
戸
期
の
白
雄
が
祖
。
幹
雄
は
一
一
世
）
嗣
号
か
ら
も
う
か
が
よ

う
。
春
秋
庵
は
関
来
圏
を
地
盤
と
し
、
特
に
碩
布
（
六
世
）
、
逸
淵
（
七
世
）
、

有
柳
（
十
世
）
は
武
蔵
国
出
身
で
あ
り
、
そ
し
て
有
柳
は
明
倫
講
社
結
成
以
来

の
幹
部
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
明
倫
講
社
は
武
蔵
一
帯
に
影
響
力
を
持
っ

て
お
り
、
幹
雄
の
春
秋
庵
嗣
号
は
こ
の
地
盤
を
強
固
に
す
る
意
図
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。

　
義
村
に
戻
る
と
、
彼
の
住
む
秩
父
地
方
は
武
蔵
国
内
で
あ
り
、
そ
の
た
め
春

秋
庵
系
・
明
倫
講
社
系
俳
人
に
接
す
る
機
会
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
た
と
推
察

さ
れ
る
。
義
村
が
逸
淵
、
碩
布
の
短
冊
を
手
に
入
れ
た
り
（
『
日
記
』
明
治

1
9
・
1
1
・
2
3
条
）
、
前
章
で
教
導
職
「
正
木
茂
翠
」
が
「
明
倫
講
社
派
出
兼
遊

学
の
た
め
」
訪
れ
た
の
も
、
有
柳
な
ど
の
春
秋
庵
及
び
明
倫
講
社
関
連
の
俳
人

が
秩
父
地
方
に
影
響
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
Ｉ
因
に
あ
っ
た
と
見
る
こ
と
も

　
し
か
し
、
そ
れ
の
み
で
は
義
村
と
明
倫
講
社
の
関
係
は
説
明
で
き
ま
い
。
義

村
は
明
治
十
年
に
入
社
後
、
晩
年
の
明
治
ご
二
年
頃
ま
で
機
関
誌
「
明
倫
雑



誌
」
「
矯
風
雑
誌
」
等
に
投
句
し
、
ま
た
多
数
の
文
章
も
投
稿
し
て
い
る
。
二

十
年
以
上
も
「
明
倫
雑
誌
」
等
に
句
文
を
寄
せ
た
の
は
、
幹
雄
達
に
感
ず
る
も

の
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
で
は
、
義
村
は
明
倫
講
社
並
び
に
幹
雄
の
ど
の
点
に
惹
か
れ
た
の
か
。
そ
れ

は
明
倫
講
社
が
教
導
職
と
同
様
の
方
針
を
掲
げ
た
点
、
ま
た
幹
雄
達
が
芭
蕉
を

「
祖
翁
」
と
崇
拝
し
た
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
次
に
引
用
す
る
の
は
、
明
倫
講
社

幹
部
の
鈴
木
月
彦
が
「
明
倫
雑
誌
」
創
刊
号
に
寄
せ
た
一
節
で
あ
る
。

　
　
　
こ
の
社
則
た
る
や
、
（
略
）
敬
神
愛
国
の
大
道
を
講
し
、
天
理
人
道
の

　
　
大
網
を
説
き
、
衆
人
を
し
て
朝
旨
を
遵
守
せ
し
む
る
は
、
わ
が
教
職
の
義

　
　
務
た
り
。
（
略
）
祖
翁
、
今
世
に
在
さ
ば
、
こ
の
道
の
大
教
正
た
ら
ん
事
、

　
　
何
の
疑
ふ
処
か
あ
ら
ん
。
（
「
祝
詞
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
１
号
〔
明
治
1
3
・

　
　
1
2
〕
、
１
頁
）

　
明
倫
講
社
は
「
三
条
の
御
趣
意
」
（
前
章
参
照
）
を
旨
と
す
る
結
社
で
、
そ

れ
を
体
現
す
る
の
が
「
祖
翁
」
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
俳
諧
は
彼
ら
に
と
っ
て
次

の
よ
う
な
存
在
と
な
っ
た
。

　
　
　
詩
に
ま
れ
、
和
歌
に
ま
れ
、
勧
善
懲
悪
を
教
導
す
る
の
Ｉ
助
た
り
、
俳

　
　
諧
も
ま
た
同
じ
。
（
略
）
俳
諧
の
糸
口
を
解
て
蕉
風
の
道
学
に
志
を
よ
す

　
　
る
。
風
客
を
止
め
、
道
を
研
究
す
る
こ
と
五
年
間
に
至
る
。
（
中
山
梅
晴

　
　
「
無
題
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
2
2
号
〔
明
治
1
5
・
８
〕
、
４
頁
）

　
「
祖
翁
」
が
広
め
た
「
蕉
風
」
は
「
道
学
」
と
同
義
で
あ
る
た
め
、
俳
諧
は

　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

「
勧
善
懲
悪
を
教
導
す
る
の
一
助
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
実
際
に
そ
れ
は
ど
の

よ
う
な
あ
り
方
な
の
か
、
幹
雄
の
芭
蕉
句
解
に
見
て
み
よ
う
。

　
　
　
春
た
ち
て
ま
た
九
日
の
野
山
か
な
　
　
　
翁

　
　
　
こ
の
発
句
は
天
理
の
怠
り
な
き
を
人
の
油
断
と
を
掛
合
せ
て
天
理
を
尊

　
　
み
、
人
を
憐
み
た
る
発
句
な
り
。
（
略
）
人
は
正
月
じ
や
と
か
、
松
の
内

　
　
じ
や
と
か
、
雑
煮
を
祝
ふ
た
り
、
屠
蘇
を
呑
だ
り
・
フ
っ
つ
か
り
と
し
て
い

　
　
る
内
に
光
陰
矢
の
如
し
、
肉
眼
を
も
っ
て
見
る
ば
か
り
春
が
過
た
と
い
ふ

　
　
発
句
な
り
。
春
立
て
、
い
ま
だ
初
め
の
十
日
に
満
ざ
る
九
日
ば
か
り
の
日

　
　
数
な
が
ら
、
野
山
に
霞
が
立
、
草
が
青
み
て
見
ゆ
る
は
こ
の
句
の
形
な
り
、

　
　
寂
な
り
。
光
陰
の
だ
ゆ
み
な
き
を
感
し
た
る
は
句
の
心
な
り
、
栞
な
り
。

　
　
人
の
怠
り
の
打
ち
添
ひ
て
聞
ゆ
る
は
余
情
な
り
。
こ
の
句
は
こ
の
余
情
を

　
　
も
っ
て
、
人
の
怠
り
を
風
諌
す
る
の
句
法
な
り
。
（
幹
雄
「
初
編
寂
栞
之

　
　
弁
の
続
き
」
、
「
明
倫
雑
誌
」
２
号
（
明
治
1
4
・
古
、
３
～
４
頁
）

　
幹
雄
に
と
っ
て
、
「
春
立
て
」
句
は
「
天
理
人
道
」
を
示
し
つ
つ
「
人
の
怠

り
を
風
諌
す
る
」
作
品
で
あ
り
・
、
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
風
諌
」
を
十
七
字
内

に
こ
め
た
「
祖
翁
」
こ
そ
偉
大
な
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
「
祖
翁
」
観
は
「
三
条
の
御
趣
意
」
を
旨
と
す
る
教
導
職
義
村

に
と
っ
て
、
魅
力
的
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
彼
が
幹
雄
達
の
「
祖
翁
」
に

共
感
を
抱
い
て
い
た
一
例
に
、
『
日
記
』
の
次
の
よ
う
な
一
節
を
列
挙
し
て
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
①
明
治
一
四
年
九
月
八
日
　
芭
蕉
翁
蘭
崖
画
、
春
立
て
未
だ
九
日
の
野
分
哉

　
　
卜
云
発
句
、
義
村
書
タ
ル
ヲ
松
風
二
贈
ル
。
松
風
（
桂
二
郎
、
俳
名
也

　
　
（
2
2
3
頁
）

　
②
明
治
一
五
年
二
月
二
十
七
日
晴
（
略
）
般
若
村
、
坂
杢
房
五
郎
来
ル
。
和

　
　
歌
・
三
神
像
・
芭
蕉
翁
像
・
梅
村
之
書
等
ヲ
贈
ル
（
2
5
0
頁
）

　
③
明
治
二
二
年
八
月
一
五
日
（
略
）
伊
賀
上
野
祖
翁
故
郷
塚
再
築
義
指
金
之

　
　
儀
、
三
峯
社
並
木
村
玄
泰
、
磯
田
陽
柳
、
千
嶋
政
山
等
へ
勧
誘
状
ヲ
ヤ
ル
、

　
　
上
日
野
沢
村
ヘ
モ
申
遣
ス
（
拐
頁
）

　
④
明
治
二
二
年
九
月
二
、
三
、
四
日
　
金
五
十
銭
、
入
間
川
芭
蕉
堂
新
築
寄

　
　
附
金
、
松
庵
雪
映
代
松
浦
巴
水
来
リ
、
同
人
二
渡
ス
（
4
6
7
頁
）

　
⑤
明
治
二
二
年
十
月
十
一
日
（
略
）
「
義
指
金
」
金
一
円
、
並
外
十
五
名
分

　
　
合
金
三
円
四
十
銭
（
拐
頁
）

　
⑥
明
治
二
三
年
六
月
三
十
日
（
略
）
芭
蕉
翁
像
　
…
石
代
桑
月
画
　
二
十
銭

　
　
（
4
7
9
頁
）

　
こ
れ
ら
は
「
芭
蕉
翁
・
祖
翁
」
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
。
③
④
③
は
芭
蕉

塚
（
堂
）
建
立
の
寄
附
で
、
特
に
伊
賀
上
野
の
「
祖
翁
故
郷
塚
」
に
際
し
て
は

フ
ー
峯
社
」
氏
子
連
や
他
村
に
も
「
義
指
金
」
を
呼
び
か
け
、
計
四
円
四
十
銭

（
現
在
の
五
～
一
〇
万
円
程
度
）
を
送
っ
て
い
た
。
ま
た
、
①
②
⑥
は
「
芭
蕉

翁
像
」
に
つ
い
て
の
記
述
で
、
⑥
で
は
「
桑
月
㈲
」
（
明
倫
社
関
連
の
俳
人
。

義
村
宅
に
も
訪
れ
た
。
明
治
2
0
・
９
・
1
6
条
な
ど
）
の
「
芭
蕉
翁
像
」
を
購
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六

し
、
か
た
や
①
②
で
は
「
芭
蕉
翁
像
」
を
贈
呈
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
義

村
は
「
祖
翁
」
信
奉
者
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
幹
雄
達

の
影
響
を
見
る
の
は
的
外
れ
で
は
あ
る
ま
い
。

　
た
と
え
ば
、
①
で
蘭
崖
（
千
弥
の
知
己
。
画
人
）
描
く
「
芭
蕉
翁
」
に
義
村

が
芭
蕉
句
を
記
し
、
そ
の
軸
を
「
松
風
」
な
る
俳
人
に
贈
っ
た
と
あ
る
。
義
村

が
筆
を
ふ
る
っ
た
「
春
立
て
未
だ
九
日
の
野
分
哉
」
は
、
先
述
の
よ
う
に
幹
雄

が
句
解
を
示
し
た
句
で
あ
っ
た
。
義
村
は
こ
の
句
解
を
読
ん
で
お
り
、
「
春
立

て
ま
た
九
日
の
野
山
哉
の
訓
戒
は
感
佩
に
堪
ず
」
（
「
俳
話
」
「
明
倫
雑
誌
」
６

号
〔
明
治
1
4
・
３
〕
、
３
頁
）
と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
芭
蕉
句
を
揮
毫

し
て
人
に
贈
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
『
日
記
』
に
記
述
は
な
い
が
、
義
村
は
幹
雄
達
の
芭
蕉
神
社
建
立

（
明
治
2
6
）
の
際
に
も
近
隣
の
人
々
と
と
も
に
寄
附
金
七
円
（
現
在
の
Ｉ
〇
万

円
前
後
か
）
を
送
付
し
た
（
「
明
倫
雑
誌
」
1
4
7
号
、
明
治
2
6
・
９
）
。
こ
れ
ら
か

ら
、
義
村
は
幹
雄
の
「
祖
翁
」
観
に
賛
同
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
彼

が
「
祖
翁
」
顕
彰
に
勤
し
ん
だ
一
因
と
し
て
「
明
倫
雑
誌
」
等
の
影
響
が
考
え

ら
れ
る
の
で
は
な
い
加
。

　
す
な
わ
ち
、
「
祖
翁
」
は
「
三
条
の
御
趣
意
」
に
則
し
て
「
風
諌
」
す
る
句

を
遺
し
た
偉
大
な
先
達
で
、
そ
れ
は
教
導
職
義
村
に
と
っ
て
反
対
す
べ
き
俳
人

像
で
は
な
く
、
む
し
ろ
歓
迎
す
べ
き
偉
人
で
あ
っ
た
た
め
に
「
祖
翁
」
を
顕
彰

し
、
ま
た
幹
雄
達
を
支
持
し
続
け
た
の
で
あ
る
。



　
で
は
、
「
祖
翁
」
を
崇
め
、
「
明
倫
雑
誌
」
に
投
句
を
続
け
た
義
村
の
句
と
は
、

ど
の
よ
う
な
作
品
で
あ
っ
た
の
か
。

ｍ
。
義
村
の
句

　
ま
ず
は
教
訓
的
な
句
を
三
例
あ
げ
て
み
よ
う
。

　
　
　
　
常
磐
御
前

　
　
①
臥
て
根
を
や
し
な
ふ
竹
の
操
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
2
5
号
〔
明
治
1
5
・
1
2
〕
、
2
9
頁
）

　
　
②
秋
風
や
無
事
な
草
木
は
皆
ひ
く
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
3
3
号
〔
明
治
1
6
・
８
〕
、
1
2
頁
）

　
　
　
　
主
と
親
と
は
無
理
な
る
者
と
思
へ

　
　
③
曲
ら
れ
て
居
て
誉
ら
る
ヽ
瓢
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
肘
号
（
明
治
1
7
・
土
、
８
頁
）

　
雪
の
重
み
で
「
臥
」
し
て
し
ま
っ
た
竹
で
あ
る
が
、
土
中
で
「
根
を
や
し
な

ふ
」
こ
と
で
春
の
芽
吹
き
を
準
備
す
る
よ
う
に
、
「
臥
」
て
清
盛
の
愛
妾
と
な

り
・
、
義
経
達
の
命
を
守
っ
た
と
さ
れ
る
常
磐
御
前
は
人
倫
と
し
て
の
「
操
」
を

全
う
し
た
と
い
う
①
、
身
を
切
る
よ
う
な
「
秋
風
」
の
吹
き
荒
れ
る
中
、
丈
高

い
草
木
は
な
ぎ
倒
さ
れ
た
が
「
無
事
な
草
木
は
皆
ひ
く
き
」
こ
と
で
あ
っ
た
と

い
う
②
は
、
居
丈
高
な
態
度
や
独
り
よ
が
り
な
傲
慢
さ
を
戒
め
た
句
と
い
え
よ

っ
ｏ
ま
た
③
は
ヽ
「
瓢
」
は
形
の
い
び
つ
さ
が
「
瓢
」
ら
し
い
と
「
誉
ら
る
こ

　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

よ
う
に
、
「
主
と
親
」
が
理
不
尽
な
無
理
難
題
を
押
し
つ
け
て
き
て
も
、
仕
え

る
者
は
そ
れ
を
当
然
と
し
て
従
う
の
が
よ
い
、
と
我
慢
の
美
徳
を
示
し
た
。

　
次
に
あ
げ
る
の
は
、
教
導
職
に
即
し
た
句
で
あ
る
。

　
　
　
　
人
魂
不
死

　
　
④
水
に
な
り
て
猶
嵩
の
あ
り
夏
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
5
5
号
〔
明
治
1
8
・
６
〕
、
1
1
頁
）

　
前
書
「
人
魂
不
死
」
は
「
十
二
兼
題
」
（
一
章
参
照
）
の
一
題
で
あ
る
。
内

容
は
、
「
人
魂
」
は
「
不
死
」
で
あ
る
た
め
、
現
世
で
「
三
条
の
御
趣
意
」
に

則
し
た
暮
ら
し
を
し
な
け
れ
ば
幽
冥
界
に
旅
立
っ
た
時
に
神
々
の
前
で
恥
じ
る

こ
と
に
な
る
と
諭
し
た
。
④
は
、
「
人
魂
」
は
肉
体
の
死
後
も
存
続
す
る
た
め

現
世
で
徳
を
積
ん
で
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
、
そ
れ
は
「
夏
氷
」
が
溶
け
て
「
水

に
な
り
て
」
も
「
猶
嵩
」
が
あ
る
よ
う
な
も
の
だ
、
と
示
す
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ら
は
、
教
導
職
を
奉
じ
た
俳
人
ら
し
い
作
品
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、

義
村
は
そ
れ
の
み
を
詠
ん
で
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

　
　
⑤
香
に
ま
け
て
闇
は
退
け
り
梅
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
3
5
号
〔
明
治
1
6
・
1
0
〕
、
６
頁
）

　
　
⑥
春
と
い
ふ
糸
口
ほ
と
く
柳
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
ｍ
号
〔
明
治
3
0
・
２
〕
、
1
2
頁
）

　
詳
細
は
省
く
が
、
③
⑥
と
も
に
春
の
風
物
の
象
徴
と
さ
れ
る
「
梅
」
「
柳
」

の
類
型
句
と
い
え
、
そ
し
て
次
の
よ
う
な
句
も
詠
ん
で
い
る
。
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「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
　
⑦
釣
人
の
友
に
柳
も
糸
た
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
「
明
倫
雑
誌
」
1
5
2
号
〔
明
治
2
7
・
５
〕
、
旦
貝
）

　
魚
を
釣
ろ
う
と
水
面
に
糸
を
垂
れ
る
「
釣
人
の
友
」
の
頭
上
に
、
さ
ら
に

「
柳
も
」
枝
＝
糸
を
垂
れ
る
と
い
う
句
で
、
瓢
逸
昧
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
義
村
は
教
導
職
に
ふ
さ
わ
し
い
句
（
①
～
④
）
の
み
詠
ん
だ

わ
け
で
は
な
い
。
実
際
に
は
教
訓
的
な
句
と
同
程
度
に
類
型
的
作
品
（
⑤
⑥
）

も
詠
み
、
折
に
触
れ
て
⑦
の
よ
う
な
句
も
詠
ん
で
い
た
。
た
だ
、
①
～
⑦
は
明

倫
講
社
的
俳
句
と
し
て
も
認
め
う
る
。
①
～
④
は
無
論
で
あ
る
が
、
⑤
⑥
は

「
天
理
の
怠
り
な
き
」
（
前
掲
、
幹
雄
「
初
編
寂
栞
之
弁
の
続
き
ヒ
を
看
取
し

た
句
と
説
明
可
能
で
、
ま
た
⑦
も
「
明
日
は
我
が
身
」
風
に
解
釈
も
で
き
よ
う
。

作
者
の
義
村
に
こ
の
よ
う
な
意
図
は
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
が
、
幹
雄
達
の

俳
句
観
を
利
用
す
る
と
①
～
⑦
は
人
を
「
風
諌
す
る
」
（
前
掲
、
幹
雄
「
初
編

寂
栞
之
弁
の
続
き
」
）
句
と
し
て
解
釈
可
能
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
幹
雄
流
俳
句
観
は
大
体
の
作
品
を
教
訓
的
に
解
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
明
倫
講
社
は
そ
の
よ
う
な
表
看
板
を
掲
げ
た
点
が
特
徴
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
養
蚕
や
農
務
に
忙
し
い
下

講
社
の
俳
句
は
単
な
る
余
技
で
は
な
く

ヽ　　士

口
田
村
や
近
隣
の
村
民
達
に
も
、
明
倫

　
生
活
に
益
す
る
教
訓
等
を
学
ぶ
「
道

学
」
（
前
掲
「
明
倫
雑
誌
」
記
事
）
で
あ
る
と
勧
め
や
す
か
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　
こ
れ
は
臆
測
で
あ
る
が
、
『
日
記
』
か
ら
は
下
吉
田
村
の
村
民
達
が
実
際
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
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明
倫
講
社
に
多
数
入
社
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
は
ど
の

よ
う
な
経
緯
で
入
社
し
た
の
か
、
次
章
で
見
て
み
よ
う
。

Ⅳ
．
下
吉
田
村
の
人
々

　
義
村
と
明
倫
講
社
の
関
係
を
村
民
達
に
強
く
印
象
付
け
た
の
は
、
明
治
十
四

年
の
「
雪
洞
庵
幸
麿
翁
霊
祭
雅
趨
」
で
あ
ろ
う
。
義
村
は
歌
俳
の
恩
師
で
あ
る

雪
洞
老
人
（
別
号
幸
麿
、
曽
根
忠
位
）
の
霊
祭
を
、
幹
雄
を
始
め
と
す
る
明
倫

講
社
幹
部
と
と
も
に
挙
行
し
、
ま
た
六
十
名
以
上
も
の
文
人
墨
客
を
招
待
し
て

書
画
会
を
催
し
た
の
で
あ
る
。

　
祭
典
は
神
式
で
行
わ
れ
、
ま
た
席
上
で
脇
起
歌
仙
（
幸
麿
句
を
発
句
と
し
た

歌
仙
形
式
）
が
催
さ
れ
た
。
そ
の
模
様
は
「
明
倫
雑
誌
」
十
三
号
（
明
治
1
4
・

1
2
）
及
び
『
日
記
』
に
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
待
か
ね
て
寝
た
ば
か
り
な
り
時
鳥
　
　
　
幸
麿
翁

　
　
　
古
き
を
し
の
ふ
卯
の
花
の
窓
　
　
　
　
義
村

　
　
睦
み
あ
ふ
言
葉
崩
さ
ぬ
交
は
り
に
　
　
　
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
『
日
記
』
明
治
1
4
・
５
・
1
0
条
、
2
0
7
頁
）

　
幸
麿
翁
を
発
句
と
し
、
会
主
の
義
村
が
第
二
を
務
め
、
そ
し
て
正
客
の
幹
雄

が
第
三
を
務
め
て
お
り
、
作
法
通
り
と
い
え
る
。
歌
仙
の
流
れ
と
し
て
は
、
時

鳥
の
声
を
聞
く
た
め
に
起
き
て
い
た
が
、
あ
き
ら
め
て
床
に
つ
こ
う
と
し
た
そ

の
時
に
鳴
き
声
が
聞
こ
え
た
と
い
う
幸
麿
句
に
対
し
、
義
村
は
「
時
鳥
－
卯
の



花
」
と
い
う
和
歌
以
来
の
連
想
で
夏
の
季
語
を
付
け
、
幸
麿
存
命
時
の
「
古
き

を
し
の
ぶ
」
と
歌
語
を
あ
し
ら
っ
た
。
そ
の
「
古
き
を
し
の
ぶ
」
姿
か
ら
、
折

り
目
正
し
く
「
言
葉
崩
さ
ぬ
交
は
り
」
と
し
て
「
睦
み
あ
ふ
」
二
人
を
見
定
め

た
の
が
幹
雄
句
で
あ
る
。
「
言
葉
崩
さ
ぬ
交
は
り
」
は
、
い
か
に
も
教
導
職
俳

人
の
句
と
い
え
よ
う
。

　
霊
祭
は
多
数
の
俳
人
や
文
人
墨
客
を
招
い
て
盛
大
に
催
さ
れ
、
こ
れ
が
村
の

話
題
に
上
ら
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
ま
た
そ
の
際
、
義
村
は
東
京
か
ら

訪
れ
た
幹
雄
達
を
丁
重
に
迎
え
た
は
ず
で
あ
る
。
新
政
府
の
教
導
職
に
し
て
百

姓
代
も
務
め
た
義
村
が
辞
を
低
く
し
て
接
し
た
幹
雄
達
に
対
し
、
村
民
達
は
あ

る
種
の
敬
意
を
抱
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
そ
れ
は
、
義
村
が
霊
祭
以
後
に
村
民
を
明
倫
講
社
に
勧
誘
し
た
結
果
（
他
村

民
に
も
呼
び
か
け
て
い
る
）
、
五
十
名
以
上
の
入
社
が
推
定
さ
れ
る
た
め
で
あ

る
。
特
に
霊
祭
か
ら
四
日
後
の
勧
誘
で
は
四
五
名
が
入
社
し
た
。

　
・
明
治
十
四
年
五
月
十
四
日
（
略
）
今
般
、
明
倫
社
へ
入
社
四
十
五
名
ヲ
勧

　
　
メ
、
入
社
手
数
料
一
人
金
廿
五
銭
ツ
ヘ
合
テ
十
一
円
廿
五
銭
、
社
長
代

　
　
理
正
木
茂
翠
へ
渡
ス
（
『
日
記
』
、
2
1
0
頁
）

　
・
明
治
十
六
年
十
一
月
十
日
（
略
）
三
山
村
字
赤
岩
、
黒
沢
良
平
へ
明
倫
社

　
　
入
社
ノ
事
報
ス
（
3
1
7
頁
）

　
・
明
治
十
七
年
六
月
十
二
日
（
略
）
明
倫
社
ヨ
リ
廿
八
名
分
社
証
、
規
約
書

　
　
到
来
ス
（
3
3
2
頁
）

　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
・
明
治
十
七
年
十
一
月
十
三
日
（
略
）
入
社
願
十
名
ヲ
出
ス
（
3
4
8
頁
）

　
・
明
治
十
九
年
七
月
十
七
日
（
略
）
薄
村
三
百
四
十
番
地
、
大
久
保
寿
村
へ

　
　
明
倫
雑
誌
十
八
年
分
九
冊
ヲ
贈
ル
（
4
0
0
頁
）

　
こ
の
よ
う
に
、
義
村
の
勧
誘
で
明
倫
講
社
に
入
社
し
た
人
々
が
多
数
存
在
す

る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
下
吉
田
村
や
近
隣
の
村
民
達
に
と
っ
て
明
倫
講

社
が
ど
の
よ
う
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
よ
う
。

　
ま
ず
、
村
民
達
は
村
の
重
鎮
に
し
て
知
識
人
の
義
村
に
信
望
を
寄
せ
て
い
た
。

そ
し
て
、
彼
が
紹
介
す
る
明
倫
講
社
は
「
勧
善
懲
悪
を
教
導
す
る
の
一
助
」

（
前
掲
、
「
明
倫
雑
誌
」
2
2
号
）
と
な
る
俳
諧
観
を
掲
げ
、
ま
た
主
宰
の
幹
雄
が

説
く
「
祖
翁
」
は
「
人
の
怠
り
・
を
風
諌
す
る
」
（
前
掲
、
幹
雄
「
初
編
寂
栞
之

弁
の
続
き
ビ
作
品
を
僅
か
十
七
字
で
表
現
し
え
た
俳
聖
で
あ
る
。

　
そ
の
上
、
幹
雄
達
は
教
導
職
で
も
あ
っ
た
。
義
村
同
様
の
官
職
を
任
ず
る
彼

ら
は
村
民
達
に
と
っ
て
信
頼
す
べ
き
存
在
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
れ
に
、
教
導
職

を
帯
び
る
幹
雄
達
が
新
政
府
に
反
す
る
思
想
を
有
し
、
騒
擾
の
一
因
と
な
る
よ

う
な
可
能
性
も
皆
無
に
等
し
い
。

　
御
一
新
以
後
、
世
情
は
不
安
定
で
あ
り
、
特
に
秩
父
地
方
で
は
大
規
模
な
武

装
叛
乱
が
発
生
し
、
軍
隊
が
出
動
す
る
事
態
に
見
舞
わ
れ
た
。
ま
た
地
租
改
正

等
で
土
地
所
有
の
形
態
が
激
変
し
、
あ
る
い
は
新
道
開
削
や
学
校
建
設
等
で
出

費
が
か
さ
む
時
世
に
あ
っ
て
、
明
倫
講
社
の
「
祖
翁
」
観
は
村
民
達
に
と
っ
て

養
蚕
や
農
務
で
忙
し
い
日
々
の
さ
さ
や
か
な
余
暇
－
「
三
条
の
御
趣
意
」
等

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九



　
　
　
　
　
　
「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

を
学
ぶ
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
大
義
名
分
付
き
の

に
と
っ
て
受
け
入
れ
や
す
い
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
道
を
知
る
人
は
文
学
を
知
る
人
な
り
。
（
幹
雄
「
古
今
集
之
部
」
、
「
文

　
　
学
心
の
た
ね
」
２
号
〔
明
治
2
9
・
３
〕
、
1
6
頁
）

　
義
村
や
村
民
達
に
と
っ
て
、
「
文
学
＝
俳
句
」
は
「
道
を
知
る
」
方
途
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
幹
雄
並
び
に
明
倫
講
社
は
、
そ
の
よ
う
に
「
文
学
」
を
捉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇

と
し
て
、
村
民
達
　
　
余
技
以
上
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
ー
嗜
み
で
あ
り
、
そ
し
て
師
と
仰
ぐ
幹
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
の
作
品
に
は
新
政
府
の
方
針
や
生
活
に
益
す
る
教
訓
す
ら
含
ま
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
加
え
て
、
類
型
的
な
風
流
を
感
じ
さ
せ
る
句

の
よ
ふ
ノ
な

義
村
句
の
⑤
⑥

え
る
各
地
の
人
々
に
執
心
に
支
持
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
加
。

お
わ
り
に

　
現
在
、
三
森
幹
雄
や
明
倫
講
社
の
俳
匈
観
が
顧
み
ら
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
存
在

せ
ず
、
そ
の
た
め
義
村
や
下
吉
田
村
の
人
々
の
存
在
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
も
皆

無
に
等
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
正
岡
子
規
が
幹
雄
達
の
俳
句
観
を
否
定
し
た
た
め

で
あ
る
。

　
　
　
俳
句
は
文
学
の
二
鄙
な
り
、
文
学
は
美
術
の
一
部
な
り
。
（
「
俳
諧
大

　
　
要
」
、
「
日
本
新
聞
」
明
治
2
8
・
1
0
・
2
2
）

　
子
規
は
「
文
学
谷
ｔ
ｅ
ｒ
ａ
ｔ
ｕ
ｒ
言
・
美
術
（
Ｋ
）
」
の
下
、
「
勧
善
懲
悪
を
教
導

す
る
」
匈
は
「
文
学
」
で
は
な
い
と
主
張
し
、
事
物
を
あ
り
の
ま
ま
に
注
視
す

る
「
写
生
」
を
提
唱
し
た
。

　
し
か
し
、
義
村
達
に
「
文
学
」
や
「
写
生
」
は
必
要
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

彼
ら
に
と
っ
て
、
句
作
は
ど
こ
ま
で
も
暮
ら
し
の
余
技
を
出
な
い

ま
た
は

は
養
蚕
や
農
務
の
合
間
に
ひ
ね
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　
従
来
の
価
値
観
を
遵
守
し
、
同
村
の
人
々
と
事
を
荒
立
て
ず
に
平
穏
に
生
き

た
い
と
願
い
、
そ
の
中
で
さ
さ
や
か
な
愉
し
み
を
欲
す
る
農
民
に
と
っ
て
、
こ

れ
以
上
の
俳
匈
観
が
必
要
で
あ
ろ
う
か
。
ま
し
て
百
姓
代
も
務
め
た
村
社
神
官

の
義
村
に
と
っ
て
、
人
を
「
風
諌
」
し
て
人
倫
の
道
を
示
す
「
祖
翁
」
を
追
放

し
た
「
文
学
」
は
不
要
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　
　
明
治
十
九
年
七
月
二
日
晴
　
昨
日
、
明
倫
雑
誌
六
十
四
号
三
部
到
来

　
　
（
『
日
記
』
、
翻
頁
）

　
待
ち
か
ね
た
「
明
倫
雑
誌
」
最
新
号
を
ひ
も
と
く
村
民
達
の
笑
顔
も
ま
た
、

明
治
俳
句
の
姿
で
あ
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

注①
　
関
根
林
吉
『
三
森
幹
雄
評
伝
』
（
私
家
版
、
平
成
1
4
・
７
・
2
7
）
、
5
1
～
5
2
頁
に
載

　
る
。

②
　
『
田
中
千
弥
日
記
』
の
先
行
研
究
と
し
て
は
、
佐
藤
宏
之
「
近
代
初
頭
に
お
け
る

　
「
教
導
職
」
の
動
向
と
村
落
社
会
－
『
田
中
子
弥
日
記
』
を
通
し
て
ー
」
（
『
歴
史
』
1
0
0

　
輯
、
平
成
1
5
・
４
）
等
が
あ
る
。

③
　
教
導
職
に
関
し
て
は
、
谷
川
穣
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・
仏
教
』
（
思
文
閣

｜

｜

｜

｜



　
出
版
、
平
成
2
0
・
１
・
2
2
）
等
の
先
行
研
究
が
あ
る
。

④
「
十
▽
兼
題
」
「
十
七
兼
題
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
明
治
前
期
の
教
育
・
教
化
・

　
仏
教
』
「
教
部
省
教
化
政
策
の
展
開
と
挫
折
」
に
詳
細
が
載
る
。

⑤
　
三
森
幹
雄
に
関
し
て
は
、
前
掲
『
三
森
幹
雄
評
伝
』
、
市
川
一
男
『
近
代
俳
句
の

　
あ
け
ぽ
の
』
第
一
部
（
中
央
公
論
事
業
出
版
、
昭
和
5
0
・
４
・
2
0
）
、
越
後
敬
子

　
「
明
治
俳
壇
の
一
様
相
－
幹
雄
の
動
向
を
中
心
と
し
て
ー
」
ス
連
歌
俳
諧
研
究
」
8
7

　
号
、
平
成
６
・
７
）
等
に
詳
し
い
。

⑥
　
芭
蕉
神
社
の
寄
附
明
細
は
「
明
倫
雑
誌
」
一
三
九
～
一
五
二
号
に
列
挙
さ
れ
て
い

　
る
が
、
公
共
図
書
館
所
蔵
の
号
数
に
は
欠
号
も
多
く
、
本
文
で
示
し
た
数
字
は
概
算

　
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。
今
後
の
調
査
に
待
ち
た
い
。
ま
た
、
先
行
研
究
と
し

　
て
は
大
谷
弘
至
「
芭
蕉
神
社
考
－
芭
蕉
二
百
年
忌
に
お
け
る
芭
蕉
神
格
化
」
（
「
二
松

　
俳
句
」
2
4
号
、
平
成
1
8
・
７
）
、
拙
稿
「
三
森
幹
雄
の
集
金
力
」
（
「
俳
文
学
研
究
」

　
4
5
号
、
平
成
1
8
・
３
）
等
が
あ
る
。

⑦
　
義
村
の
「
祖
翁
」
崇
拝
が
明
倫
講
社
入
社
以
後
か
、
そ
れ
以
前
か
は
実
際
に
は
不

　
明
で
あ
る
。
高
橋
敏
『
江
戸
の
教
育
力
』
（
ち
く
ま
新
書
、
平
成
1
9
・
1
2
・
1
0
）
等

　
に
よ
る
と
、
江
戸
後
期
の
農
村
で
は
村
の
有
力
者
を
中
心
と
し
た
芭
蕉
塚
建
立
が
流

　
行
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
義
村
の
「
祖
翁
」
顕
彰
も
江
戸
期
以
来
の
可
能
性
も
あ
る
。

　
な
お
、
幹
雄
や
義
村
の
「
祖
翁
」
信
奉
は
明
治
期
に
俳
諧
教
導
職
に
よ
っ
て
造
り
出

　
さ
れ
た
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
（
前
掲
『
近
代
俳
論
史
』
「
教
訓
派
否
定
」
な

　
ど
）
、
そ
の
あ
り
方
は
江
戸
中
期
以
来
の
芭
蕉
称
揚
の
明
治
版
で
あ
っ
た
可
能
性
が

　
高
い
。
江
戸
期
俳
諧
研
究
で
は
庶
民
教
化
運
動
と
俳
諧
が
連
動
し
て
い
た
こ
と
を
指

　
摘
す
る
論
考
が
あ
り
、
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
関
西
圏
に
お
け
る
俳
諧
と
心
学
の

　
接
点
を
論
じ
た
も
の
に
は
田
中
道
雄
「
立
川
曾
秋
と
『
曾
秋
随
筆
』
－
蕉
門
俳
諧
と

　
石
門
心
学
の
接
点
と
し
て
ー
」
（
「
鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
」
2
7
巻
、
昭
和

　
5
1
・
３
）
、
藤
田
真
一
　
『
蕪
村
　
俳
諧
遊
心
』
（
若
草
書
房
、
平
成
１
１
１
１
・
７
・
3
0
）
所

　
収
「
俳
諧
と
心
学
」
が
あ
り
、
ま
た
関
東
圏
を
対
象
と
し
た
も
の
に
飯
倉
洋
一
「
常

「
祖
翁
」
を
称
え
よ
、
教
導
職

　
磐
潭
北
論
序
説
－
俳
人
の
庶
民
教
化
－
」
（
「
江
戸
時
代
文
学
誌
」
８
号
、
平
成
３
・

　
1
2
）
等
が
あ
る
。

⑧
　
鈴
木
俊
幸
「
学
問
と
文
芸
と
生
活
と
ー
近
世
後
期
民
衆
の
学
芸
世
界
－
」
（
「
文

　
学
」
８
－
３
、
平
成
1
9
・
５
・
６
）
は
、
江
戸
後
期
の
農
村
に
お
い
て
生
活
の
向

　
上
・
学
問
に
対
す
る
意
欲
・
俳
諧
の
嗜
み
が
重
な
っ
て
い
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お

　
り
、
示
唆
的
で
あ
る
。

五

一




